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１．強靱な電力ネットワークの形成（２）託送料金制度改革（レベニューキャップ制度）

（参考）今後の進め方
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託送料金制度改革の狙い
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（参考）一般送配電事業者を取り巻く環境変化①
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＜2030 年における再生可能エネルギー電源の導入見込み量＞
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高度成長期に整備した
設備の更新が今後発生
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（参考）一般送配電事業者を取り巻く環境変化②
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１．強靱な電力ネットワークの形成 （２）託送料金制度改革（レベニューキャップ制度）

（参考） レベニューキャップ制度の詳細制度設計に係る主な論点

¸

¸

事前準備時 第一次規制期間 第二次規制期間・・・

国

事
業
者

論点③：レベニューキャップの審査方法（指針）

論点④：託送料金の算定・審査方法（算定規
則・審査要領）

【全体】
論点①：事前準備時、規制期間中、次期規制期間に向けた、申請、承認、認可等の業務フローの基本的考え方

ṕ Ṗ
論点②：各論検討に向けた基本的考え方（規制期間の設定、アウトプットの設定など）

【各論】

論点⑨：各時点における事業者の申請・報告内容

論点⑤：レベニューキャップの変更
（変分承認）の考え方

論点⑥：託送料金の変更の考え方

論点⑦：期中の監視及びモニタリン
グの在り方

論点⑧：前期の成果の利用者
還元・次期レベニュー
キャップへの反映方法
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論点①：申請、承認、認可等
の業務フローの基本的
考え方

論点②：各論検討に向けた基
本的考え方

ṕ
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論点③：レベニューキャップの
審査方法（指針）
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論点④：託送料金の算定・審
査方法（算定規則・
審査要領）

ṕ ṕ Ṗ ṕ ṖṖ

論点⑤：レベニューキャップの
変更（変分承認）の
考え方 ṕ Ṗ

論点⑥：託送料金の変更の
考え方

１．強靱な電力ネットワークの形成（２）託送料金制度改革（レベニューキャップ制度）

（参考）各論点の詳細及び留意事項（１／２）
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論点

論点⑦：期中の監視及びモ
ニタリングの在り方

ṕ Ṗ

論点⑧：前期の成果の利用
者還元・次期レベ
ニューキャップへの反
映方法

ṕ
Ṗ

ṕ
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論点⑨：各時点における事
業者の申請・報告内
容
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１．強靱な電力ネットワークの形成（２）託送料金制度改革（レベニューキャップ制度）

（参考）各論点の詳細及び留意事項（２／２）
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（参考）新しい託送料金制度の全体像

10

利益収入上限
（収入の見通し）

の算定

【国の承認】

期初
（規制期間開始時）

期中
（規制期間中）

事後
（規制期間終了時）

収入上限を超えない範囲で料金設定

収入上限
指
針

事業計画の策定

収入上限

必要に応じて期中に評価

再エネ主力電源化や
レジリエンス強化等に向けた

投資を確実に実施

実績費用が収入上限を下回る場合、
効率化分は事業者の利益となる

効率化成果を翌期収入上限に
反映し系統利用者に還元
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１．目標とインセンティブの設定

２．事業計画

３．収入上限の算定方法

４．実績収入と収入上限の乖離

５．利益（損失）の扱い

６．料金算定に係るルール
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論点１．目標とインセンティブの設定



（参考）規制期間開始時（期初）におけるプロセス

¸

13

収入上限
（収入の見通し）

の算定

【国の承認】

指
針

事業計画の策定
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論点１．目標とインセンティブの設定（料金制度専門会合における議論①）
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論点１．目標とインセンティブの設定（料金制度専門会合における議論②）
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論点１．目標とインセンティブの設定（料金制度専門会合における議論③）
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論点１．目標とインセンティブの設定（料金制度専門会合における議論④）
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１．目標とインセンティブの設定

２．事業計画

３．収入上限の算定方法

４．実績収入と収入上限の乖離

５．利益（損失）の扱い

６．料金算定に係るルール
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論点２．事業計画
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論点２．事業計画（料金制度専門会合における議論）
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（参考）一般送配電事業者が策定すべき事業計画の内容

¸

¸

¸ 一般送配電事業者が策定すべき事業計画の内容
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（参考）事業計画の全体構成（イメージ）
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１．目標とインセンティブの設定

２．事業計画

３．収入上限の算定方法

４．実績収入と収入上限の乖離

５．利益（損失）の扱い

６．料金算定に係るルール
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論点３．収入上限の算定方法
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論点３．収入上限の算定方法（料金制度専門会合における議論）
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（参考）収入上限算定の全体像
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（参考）制御不能費用の基本的な考え方

¸

¸

ṕ Ṗ

Ṯ ṯ

ṕ Ṗ

Ṯ ṯ

2020 10 28
3 3



28

（参考）制御不能費用の調整について
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（参考）一般送配電事業者に効率化を促す仕組み

¸

¸

¸

費用査定
（統計査定の活用）

効率化係数の設定
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１．目標とインセンティブの設定

２．事業計画

３．収入上限の算定方法

４．実績収入と収入上限の乖離

５．利益（損失）の扱い

６．料金算定に係るルール
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論点４．実績収入と収入上限の乖離
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論点４．実績収入と収入上限の乖離（料金制度専門会合における議論）
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（参考）実績収入と収入上限の乖離額を調整するかどうか
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（参考）調整を行うタイミングについて
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１．目標とインセンティブの設定

２．事業計画

３．収入上限の算定方法

４．実績収入と収入上限の乖離

５．利益（損失）の扱い

６．料金算定に係るルール
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論点５．利益（損失）の扱い
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論点５．利益（損失）の扱い（料金制度専門会合における議論）
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１．目標とインセンティブの設定

２．事業計画

３．収入上限の算定方法

４．実績収入と収入上限の乖離

５．利益（損失）の扱い

６．料金算定に係るルール



39

論点６．料金算定に係るルール
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論点６．料金算定に係るルール（料金制度専門会合における議論）
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（参考）期初における収入上限及び託送料金の設定について（基本的な考え方）
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（参考）期初における託送料金の設定について
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（１）
５年一律の

託送料金を設定

（２）
年度毎に異なる
託送料金を設定
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今後のスケジュール
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